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と研究に取り組んでこられた経験を、ユーモアを交えて巧みな日本語で語ったものであっ 。 〈西洋人〉が民謡に興味を示し、さらにそれをみずから歌い、あるいは伴奏楽器である三味線を奏でる修行をするといった取り組みは、奇異に見られることも少なくなかったようだが、同時にその珍しさも手伝って、テレビ・ラジオなどのメディアにも数多く登場 民謡の文化としての普遍性をＰＲすることにもなったようである。その際にヒューズ先生が同席すること なった多くの芸能人のエピソードも面白く、たとえば金沢明子が「ジーパン民謡歌手」として人気を博することになった経緯なども興味をそそられた。　
金沢明子の例に見られるように、とくに若い世代には〈古く



































ところどころで長年修行された民謡を部分的に披露された。プロ顔負けの声量と節回しに聴衆は圧倒さ 、民謡 い 文化の息吹を直接感じ取ることができた。  イリス・ハウカンプ先生の「草創期の国際合作映画
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いう三つの時代をそれぞれ舞台とする『沙弥麿』 『篝火』 『大都会』という三本の短編映画をま めて制作され ものだが、一五〇〇年代を舞台とする『篝火』に当時存在しない吉原が登場するなど、時代考証は正確ではない。この時代設定はドイツ
における騎士道の時代が一五〇〇年前後だからで、軍事的な連携を強めつつあった当 において、 「騎士」と「武士」のアナロジーを強調することが企図されていた。 『大都会』は現代を舞台とし、鉄道技術の発展を推進しようとする主人公を描くものの、 〈西洋〉との差違の乏しさゆえに不評判に終わった。  こうした文化紹介にともなう困難さがわかりやすく語られ、
適宜紹介される二、 三〇年代 映画 映像も普段眼にしないものであるだけに、聴衆の興味を掻き立てていたようである。お二人の講演はともに〈日本〉と〈西洋〉をいか 架橋するかという問題をはらんだもので、外語大 学生、院生、とく 聴衆の大半を占める留学生にはきわめて有益であったと思われる。
